
●発　 行　社会福祉法人  可児市社会福祉協議会
●住　 所　可児市今渡682番地1（可児市福祉センター内）
●電　 話　0574-62-1555
●ファクス　0574-62-5342
●Ｅメール　kanishisyakyo@crux.ocn.ne.jp

社協だより「音訳版ＣＤ」を希望される人は、ご連絡ください。
※「音訳版」は、ホームページ上でもお聞きいただけます。

ホームページ

かに社協だよりは、地球にやさしい
大豆油のインキで印刷されています。

http://www.kanishishakyo.or.jp
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可児市社協
イメージキャラクター
「こころん」

No.
令和3年6月1日
198かに

社協だより

ボランティア情報掲示板

一緒に活動してくれる人を探しています（団体ボランティア）
可児シニア演芸倶楽部

ボランティア演芸で高齢者施設等の慰問を目的に活動します。私たち可児シニア演芸倶楽
部では、みんなで楽しみながら、よく話し合い、おもしろいお芝居を作ります。台本・演出・
演者・舞台衣装はすべて手作りです。
シニアのみなさまの参加をお待ちしています。

2 ～３名（高齢者）

月２回（開催日については今後、決定します。）

可児市福祉センター

可児市社会福祉協議会（地域係）　☎62-1555

団 体 名

団体紹介

募集人員

問合せ先

活 動 日
場　　所

「可児市老人福祉センター 福寿苑」のご案内

コロナ禍でも地域のつながりを絶やさないために

　家族との連絡、友だちとの交流に欠かせないスマートフォン。使ってはいるけど基本的な操作がよくわからない方
を対象とした教室を開催します。

娯楽に！ 健康増進に！ グループ
活動に！

機能回復訓練室 喫茶・売店

日時・内容

　市内在住の60歳以上の方ならどなたでも気軽に利用できる施設です。施設内には、ヘルストロン・エアロバイク
などの健康機器や、コーヒー・軽食を楽しめる喫茶コーナーもあり、１日ゆっくりくつろげます。また、今年度は
岐阜医療科学大学、岐阜聖徳学園大学等と連携した高齢者の生活品質の向上のための事業を随時開催していき
ます。その他、健康体操、ヨガ、生花、民踊、パッチワークなどの各種教室も行っていますので、ぜひご利用ください。

※可児市社会福祉協議会では、令和３年度からも引き続き市の指定管理を受けて「可児市老人福祉センター 福寿苑」を運営します。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、一部利用を制限させていただく場合があります。

平日の午前９時～午後４時まで(年末年始・土日祝日を除く)利用時間

無料
可児市老人福祉センター福寿苑（可児市大森347-2）
筆記用具・スマートフォン
電話・FAXで申込み　※申し込み多数の場合は抽選となります

６月２１日（月）

65歳以上の方
場　　所
参 加 費 対 象 者20名定　　員

持 ち 物
申込方法
申込締切日

第１回　７月15日（木）　午後1時30分～ 3時30分「スマートフォンの基本的な操作」
第２回　８月25日（水）　午後1時30分～ 3時30分「スマートフォンの便利な使い方」

「シニア向けスマホ教室」

サロン宮町
ラジオ体操＆見守りでサロンを再開！

　兼山地区のサロン宮町では、今まで茶話会を中心とした
サロンを行っていました。しかし、新型コロナウイルスが流行し
市内の感染状況も落ち着かず、なかなか再開できない状況が
続きました。
　地域の居場所としてサロンを再開したいという思いから、ボラン
ティアの方々で話し合い、ラジオ体操をメインとして昨年の１１月
からサロンを再開しました。場所は地域の公民館隣の駐車場です。
　ラジオ体操の後には、参加された方々が知っている健康体操
を教えあったり、陽気が良ければ少しおしゃべりをして過ごされ
ています。
　また、参加できなかった方に対しては、ボランティアの方が
お茶等を持って訪問され、安否確認をしてくださっています。
お茶にも言葉を添えており、繋がりを絶やさないというボラン
ティアの方の思いが伝わります。

可児市老人福祉センター福寿苑
電話 63-3333　FAX 61-2305

申込問合せ



令和３年度 予算・事業計画

❶地域福祉活動の推進
　地区社会福祉協議会が、市内14地区センターなどを拠点に、新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、主体的
に工夫して「地域福祉懇話会」が開催できるよう支援し、地域課題の抽出や課題解決に向けた施策が展開できるよ
う支援を行います。また、新型コロナウイルスの影響による高齢者等の閉じこもりなどの新たな課題に対応する
事業を検討し、各地域の実情に応じた支え合い活動の支援を行います。

❷「ふれあいの里可児」の自主運営
　令和3年度より、可児市から「ふれあいの里可児」の施設を譲り受け、自主運営を行います。今後は長期的な視点
に立ち、さらなる職員の育成や安定した経営に努めます。また、引き続き利用者が安心して日常生活を送ること
ができるよう必要なサービスを提供するとともに、送迎サービスの充実など利用者の視点に立ったサービスの拡
充を図ります。

❸高齢者の生活品質の向上
　令和３年度から５年間の指定管理業務を受けた「老人福祉センター福寿苑」において、高齢者の介護予防・健康
づくりの推進として、令和2年度末に廃止された福寿苑デイサービスセンター跡施設も活用し、新たに岐阜医療科
学大学等と連携した講座や各種の教室を開催していくことで、高齢者の生活品質の向上を図ります。

❹地域福祉事業者の中核としての役割
　地域福祉活動団体や福祉事業者等の地域福祉活動を支援し、地域の福祉事業者の中核としての役割を担ってい
きます。また、市内の社会福祉法人等と協議し、地域貢献につながる事業が連携して展開できるよう、取り組ん
でいきます。

心配ごと相談
　司法書士と民生児童委員が、市民のみなさまの日常生
活における心配ごとの相談に応じます。
●開催日：第2・第４火曜日
●時　間：午後１時～午後４時
     　　　  （受付は午後３時３０分まで）
●場　所：福祉センター

福祉用具の貸出し
　ケガなどの緊急時や外出時など一時的に福祉用具の利用
を必要とされる方に対して、車イスや入浴補助用具などの
福祉用具を貸出します。
●対象者：市内在住者で在宅生活の方
　　　　　（介護保険など公的なサービスが利用できる
　　　　　 場合は対象となりません）
●貸出期間：1か月以内
●利用料金：無料

●ゆずります（5月12日現在　※最新の情報はホームページをご確認ください。）
・一本杖　　　　・シャワーチェア　　・スリッパ　　・紙おむつ等（未開封）　　
・差し込み便器　・ポータブルトイレ

福祉用具の

問合せ先：生活サポートセンター　☎61-2525

　2011年3月11日に発生した東日本大震災から10年が経過し、義援
金の受付が3月31日で終了しました。みなさまから寄せられた義援金
は3000万円を越え、日本赤十字社岐阜県支部を通じて被災地へ
送られました。
　また、平成28年熊本地震災害なども受付を終了しましたので、
下記のとおり報告させていただきます。みなさまのご協力ありがとう
ございました。

▲義援金募集の様子
　（2011年3月13日　春里公民館まつり）

善意のこころ、次々と ～義援金のご報告～ 

令和3年3月31日で終了した義援金
●東日本大震災義援金

金額30,046,349円

●平成28年熊本地震災害義援金
金額3,727,131円

●平成29年7月5日からの大雨災害義援金（九州北部）
金額342,327円

●令和元年台風第19号災害義援金
金額955,526円

東日本大震災・熊本地震災害への
ご支援ありがとうございました。

今年度の重点事業について

収入
（36,637万円）

支出
（39,262万円）会費・寄付金

みなさまからいただいた
社協会費・寄付等です。

●法人運営　★福祉推進
●福祉教育の推進
●地区社協活動の支援

●北部地域包括支援センター
●障がい者生活支援事業
　「ハーモニー」や障がい者基幹
　相談支援センターの運営など
★老人福祉センター福寿苑運営事業

●居宅介護支援事業
●訪問介護事業
●計画相談事業

★ふれあいの里可児の運営
　就労継続B型
　生活介護（支援班、生活班）

 1,359万円

共同募金配分金
 1,086万円

県社協・市補助金収入
4,151万円

受託金収入
 12,134万円

介護保険事業収入
4,798万円

障がい者総合支援事業収入
11,187万円

就労支援事業収入
1,050万円

その他の収入
872万円

法人運営事業拠点
8,463万円

受託事業等拠点
13,664万円

介護サービス事業拠点
6,025万円

障がいサービス事業拠点
 11,110万円

※★印が重点事業です。

　令和3年1月15日から令和3年5月12日までに以下のみなさまから、ご寄付
いただきました。心からお礼申し上げます。（順不同、敬称略）

●可児モラロジー事務所
●㈲プロックス　カーブスパティオ可児店
●岩田健司
●可児市立今渡南小学校
●石原邦子
●㈱ハッピーライクス

●JU岐阜　東濃支部　可児地区　
●可児市赤十字奉仕団　久々利分団
●可児市赤十字奉仕団　平牧分団
●可児市赤十字奉仕団　土田分団
●可児市赤十字奉仕団　桜ケ丘分団
●可児市赤十字奉仕団
●信和工業㈱
●小西澄子
●美濃加茂市社会福祉協力会
●福住尊眞

物　　品 寄　付　金
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　市内在住の60歳以上の方ならどなたでも気軽に利用できる施設です。施設内には、ヘルストロン・エアロバイク
などの健康機器や、コーヒー・軽食を楽しめる喫茶コーナーもあり、１日ゆっくりくつろげます。また、今年度は
岐阜医療科学大学、岐阜聖徳学園大学等と連携した高齢者の生活品質の向上のための事業を随時開催していき
ます。その他、健康体操、ヨガ、生花、民踊、パッチワークなどの各種教室も行っていますので、ぜひご利用ください。

※可児市社会福祉協議会では、令和３年度からも引き続き市の指定管理を受けて「可児市老人福祉センター 福寿苑」を運営します。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、一部利用を制限させていただく場合があります。

平日の午前９時～午後４時まで(年末年始・土日祝日を除く)利用時間

無料
可児市老人福祉センター福寿苑（可児市大森347-2）
筆記用具・スマートフォン
電話・FAXで申込み　※申し込み多数の場合は抽選となります

６月２１日（月）

65歳以上の方
場　　所
参 加 費 対 象 者20名定　　員

持 ち 物
申込方法
申込締切日

第１回　７月15日（木）　午後1時30分～ 3時30分「スマートフォンの基本的な操作」
第２回　８月25日（水）　午後1時30分～ 3時30分「スマートフォンの便利な使い方」

「シニア向けスマホ教室」

サロン宮町
ラジオ体操＆見守りでサロンを再開！

　兼山地区のサロン宮町では、今まで茶話会を中心とした
サロンを行っていました。しかし、新型コロナウイルスが流行し
市内の感染状況も落ち着かず、なかなか再開できない状況が
続きました。
　地域の居場所としてサロンを再開したいという思いから、ボラン
ティアの方々で話し合い、ラジオ体操をメインとして昨年の１１月
からサロンを再開しました。場所は地域の公民館隣の駐車場です。
　ラジオ体操の後には、参加された方々が知っている健康体操
を教えあったり、陽気が良ければ少しおしゃべりをして過ごされ
ています。
　また、参加できなかった方に対しては、ボランティアの方が
お茶等を持って訪問され、安否確認をしてくださっています。
お茶にも言葉を添えており、繋がりを絶やさないというボラン
ティアの方の思いが伝わります。

可児市老人福祉センター福寿苑
電話 63-3333　FAX 61-2305

申込問合せ


